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第７章 経験主義国語教育の教育施策的展開（３）－『小学校国語学
















































































先に述べたように、民間教科書検定は 1948（昭和 23）年 8 月から始まっているが、同
年の検定合格は 3社４種、全社とも単学年の合格１１にとどまり、検定本が文部省本をその
































































































































































 なお、以上の関連・総合学習は、第２学年では 26 教材中５教材、第６学年では 24 教材




















（資料２）本書の言語活動能力と昭和 26 年版学習指導要領「国語能力表」との関連 
聞くこと 話すこと 読むこと 書くこと
19／49 ７／25 21／46 ９／44 
（38％） （16％） （45％） （20％）
 






































Ａ 22 年度版、本書、26 年度版と表現を変えながらも引き継がれた能力 
→ 黙読及び音読・内容把握・新聞や雑誌や辞書・読む興味 
Ｂ 22 年度版から本書に引き継がれ、26 年度版に引き継がれなかった能力 
→ 読みの深化・思考や判断・連想や感受 










についてくる」（4 年）→「主として早く読める」（5 年）→「力を高めていく」（6 年）と
段階的に示され、その点が 26 年度学習指導要領「国語能力表」に反映している。   
加えて、実際の学習指導を考察する過程で抽出されたと思われる能力がある。本書で始
めて取り入れられた「読書によって解決する力」は実際の学習活動に具体化されており（資












（資料４）昭和 26 年度「国語能力表」とヴァージニアプラン「能力表」との関連 













































  ・日常生活（社会的体験・社会的価値）にもとづく言語経験 
  ・他教科の学習に関連する言語経験 
  ・国語科独自の内容（文学・言語）に関する言語経験 






































                                                  
１ マーク・T・オア著・土持ゲーリー法一訳『占領下日本の教育改革施策』玉川大学出版部 1993（平成
５）年P.193  






４ 第一学年の教科書は改編されたため、指導書は 1950（昭和 25）年 4 月に発刊されている。 
５ 1948（昭和 23）年は、検定教科書制にむけて準備が施された時期であった。同年 2月、文部省・CIE
は国定教科書の廃止を決定し、1949（昭和 24）年度より検定制度の採用を決定する。翌 3月には教科用
図書委員会が検定基準を決定、7月には文部省教科書局に検定課が新設される等、民間検定への体制が整
えられていった。実際に検定教科書の展示会が開催されたのは同年 8月 8 日である。 
６ 国立教育研究所内戦後教育改革資料研究会『文部省学習指導要領 2』日本図書センター 1980（昭和
55）年P.2 







リキュラムを以下の６つを段階的に示している。Experience centered Curriculum→Core-Curriculum 
Co-related Curriculum→Broad field Curriculum→Fusion Curriculum→Subject Centered Curriculum、
経験→教科、生活→学問、Unify→Separate の順に並んでいる。 
９ 倉澤栄吉は 1949（昭和 24）年の『国語単元学習と評価法』の中で、単元学習とは学習指導の問題であ
ると主張している。（『倉澤栄吉国語教育全集 第１巻』角川書店 1987（昭和 62）年 P.354） 
１０ 『コトバ』所収「国語の単元学習に関する疑問について」1948（昭和 23）年 8 月 国語文化学会P.P.18
－19 
１１ 永芳弘武他共編『教科書検定総覧 小学校編』小宮山書店 1968（昭和 43）年 P.P.10-35 
１２ 昭和 24 年 7 月の座談会「国語教育の諸問題（上）」での平田与一郎の発言。（『時事通信内外教育版』 
第 165 号 P.6） 
１３ 林利恵子「昭和 20 年代における国語科単元学習の展開―「実践国語」にみる単元学習実践の変容―」








     （1）「迷信」について話しあう。／（2）その地方の「迷信」について調べておく。／（3）学
級文庫で、ガリレオの伝記を読んでおく。 
二 １ 学習前に、迷信について話しあいをしたことに関連して、本課の学習にはいる。 
  ２ はじめによく読んでみる。 
  ３ なかなかむずかしい文字が多いので、黒板に書きだしておいて、グループごとに共同で調べてい
く。 
  ４ だいたい読めるようになってから、ことばのわけを調べる。これも、共同学習で、グループごと
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に調べる。 
  ５ 本課の内容的なものについては、たとえば、木星とか金星とかいうようなものについては、学級
文庫とか学校図書館とかを利用して、だれかがくわしく調べて報告する。 
  ６ だいたいの形式方面の理解がついたら、つかえないように、すらすらと読めるようにする。 
  ８ 「知識と迷信」では、だいたい次のようなことを調べてみる。 
    (1)知識と人間との関係。（2）科学的知識というのは、どんな知識か。（全 8項目。以下、略。） 










  19 「ガリレオ」について調べたことを報告しあう。 
  20 「ガリレオ」について話しあいをする。 
三 １ 本課の表現が科学的な説明文らしいところは、どこかを調べてみる。 
  ２ 「私の町（村）」について作文を書いてみる。 
  ３ 「知識と人間」というような題で作文を書いてみる。 
  ４ ガリレオの伝記をまとめて、たれにもよろこばれるようなお話に書いてみる。  
  ５ 郷土にえらい科学者があったら、そのかたの伝記を調べてみる。 
  ６ 他の科学者の伝記を読んで、ガリレオとくらべてみる。 
  ７ 本課の学習後に、学習後の感想をまとめて、話しあいをしたり、文章にしたりする。 
  ８ どういう点が、自分に益したかを、はっきりとつかみだす。 
  ９ 効果表をつくって記入する。 
  10 むずかしい形式方面は、筆答のテストによって効果を判定する。 




全国大学国語教育学会『国語科教育』第 46 集 1999（平成 11）年P.113） 昭和 24 年後半の「実践国語」
掲載の実践には、言語領域に働く言語能力の意識化がみられる。（林前掲論文） 
１７ 小久保美子「国語教育に於ける『経験主義』の指導原理―バージニア初等学校コース・オブ・スタデ
ィを中心に―」全国大学国語教育学会『国語科教育』第 46 集 1999（平成 11）年 P.60 
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